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nant clusters in the S. W. Dialects and the Archaic Burmese, which can be seen in the 
Inscriptions. It must be, however, noted that the Initial consonants accompanied not 
only -r-, but also -1- in the Archaic Burmese. 
(2) The South Western dialects change the Voiceless Aspirated Affricate I chf into the Frica-
tive (sf. The Initial consonant fsf in the S. W. dialects corresponds, therefore, both 
to fsf and fchf in the Standard Burmese. 
(3) The Open Syllable CV~ in the S. W. dialects substitutes jej for jei/, and jei/ for /i/. 
The vowels jeij in the S. W. dialects correspond to jej, and /i/ both to /i/ and /ei/ 
in the Standard Burmese. All the vowels except /i/ and jei/ in the Open Syllables show 
regular correspondences to those in the Standard Burmese. The vowels /i/ and fwi/ 
found in S. W. dialects can be regarded to have certain connection with the vowel 
forms -*ij and -*uj in the Ancient Burmese. 
(4) The Closed Syllable CVC in the S. W. dialects lack the phonemesji?, u?f. The single 
Front Vowel preceding Glottal Stop fi? f in the Standard Burmese corresponds to diph-
thong fai?/ and fu?J to fwa?f in the S. W. dialects respectively. Subsequently /in/ 
represented by Written Form a~ in the Standard Burmese corresponds to fain/ in the 
S. W. dialects without exception. It is certain that the vowels, especially preceding 
Glottal Stop or Nasal, in Closed Syllables, differ between one dialect and another. The 
final Nasal /-n/ in the S. W. dialects functions actually as the Nasalisation of the pre-
ceding vowel. 
(5) There are a lot of vocabulary which quite differ from the forms of the Standard Bur-
mese. I consider them peculiar to the S. W. dialects. For instance, They are the words 
meaning Cuttlefish, Octopus, Shellfish, Pineapple, Papaya, Peanut, Gold Mohur, Bamboo 
shroot, Hot Water, Blanket, Soap, to go and so on. 
(6) Affirmative Verbs terminate /rei/ particle both in Akyab and Kyaukpyu dialects, and 
I ?ei/ in the Cheduba dialect. 
(7) Negative sentences are composed without fbu: I particle in S. W. dialects. 
(8) Interrogative sentences with the Interrogative Pronoun /za/ terminate /lei: f or /ron/ 
in the S. W. dialects. The function of the particle /lei: f or /ron/ is quite same with 
jle: I in the Standard Burmese. 
(9) The particle /gei./instead of jne.j is used as the Prohibitive particle in S. W. dialects. 
The "South Western Dialect" of the Burmese language can be classified into five dialects 
from the standpoints of phonlogical and grammatical views. They are Akyab-Mrohaung, 
Kyaukpyu-Ramree, Cheduba and Sandoway, all spoken in Burma, and Marma or Magh spoken 
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in　the　East　Pak三stan．　The　Ghaungtha　d三alect　spoken　in　the　hil1　areas　and　the　Kaman　dialcc亡
spoken　ill　thc　Kyaukpyu　alld　Salldoway　districts　are　regarded　to　have　s呈mi王ar　fea電ures　to
the　South　Western　Dialect．　I　regret，　however，　to　say　that　my　visi亡ing　to　those　mountaiReous
regions　was　extremely　difficult　due　to　the　incovenience　of　transportatioit　when　1　was　in　Burma．
Further　i1westigation　should　be　done　in　future．
　　Iowe　my　trips　for　co11ectlng　the　matcrials　of　the　Burmese　dialects　to　the　Revolutional
Government　of　Burma，　and　also　to　many　oMcials　and　ind圭viduals　livi簸g　in　the　areas　co鍛cemed．
まえがき
　ビルマの南西地方は，行政的にはNXアラカン管隊とよばれ，アキャブ（ビルマ語名シットゥ
エ”一），チャウピュー，タンドゥエーの3県から成り立っている。ωアラカン管区は，地勢上か
らは東がアラカン山脈によって申央ビルマと遮られ，西はベンガル湾に面している。そして，北
は東パキスタンの国境ナーフ川から，南はネグレイズ事件ωで有名なタンドゥエー県グワ郡の
ネグレイズ岬に至る長さ400マイル（3）の細長い海岸地帯と，海申に浮ぶラムリー（ビルマ語名ヤ
ンビェー），チェドゥーバ（ビルマ語名マンアウン）等の島々C4＞とに分れる。
　通行困難なアラカン山脈を後背地にもつこうした特殊な地理的環境が，アラカン地方と中央ビ
ルマとの交通を妨げアラカン地方に独自の歴史と文化とを発達きせた。事実アラカン地方は，15
世紀申葉から少なくとも18撤紀末までは，独立した王国であった。（「）｝
（1）大野徹　「泥火山と水牛と古跡と一南西ビルマー」外務省情報局　「われらの世界」No．411969爺7
月号p．　2－3
（2）Henry　Yule：ANarrative　of　the　Mission　to　the　Court　of　Ava　in　1855．　London　chapt．　VIII；1）．G，
E．Hall：Early　English　Intercourse　with　Burma．董London　l　968（Reprint）p127，277
（3）1．George　Scott：Burma・AHandbook　of　Prac　tical　Information．1911　P．460；A　？hayre：on　the
History　of　Arakall　P。24　JAsB　vo1．xllI
（4）ラムリーとチェドゥーバは，今では共にチャウピュー県に属すが，歴史的には別個の行政区域であ
った。JohR　craw無rd：Journal　of　all　Embassy　to　the　court　of　Ava　ill　1827．　London　1829　P．473
（5）G．E．　Harvey：History　f（）Burma．　London　l　925　p．135－149；G．　E．　Harvey：Outline　of　Burmese
History．　Calcutta　19541）．　90－97　S　I）．　G．　E．Hall：Burma．London　1956　p．57－62；Arthur　Phayre：History
of　Burma．　London　l　967　p。41～48，76－80，171－183；A．P．Phayre：On　the　History　of　Arakan。　Journal
of　the　Asiatic　Society　of　Be職gaL　vol　XIII　l844　P．23－52；Rakhaing　Maha　R銭zawen（ビルマ文貝葉，手
写年代不明）；Dinnyawddy　Ayaydawbon（ビルマ文）Rangoon　l　967；UI〈ali：Mahi　YEzawindawgyi
（ビルマ文）vol．I　III；Hmannan　Maha’YiEzawinClawgyi（ピルマ文）voLI　III；Konbaungzet　MahE　Yizawin
（ピルマ文）Rangoon王967　vol．II；Theik　Tin　Htway：Yada硫Thikha　I〈onbaung　Mah互YEzawin　Akyin
（ビルマ文）Rangoon　l　967　P．287－291；U　Aung　Tha　Oo：AShort　Hlstory　of　Aral〈an（ビルマ文）Rangoon；
UNy2na：Ncw　Dinnyawddy　History（どルマ文）vol・I　II　Rangoon　1954；USan　Shwe　Bu：ABrief　Note
on　the　old　Capitals　of　Arakan．　Akyab　Party　Unit：Golden　Tit－Bit　of　Arakan・Akyab　1966　P・1－13；U
San　Shwe　Bu＆M．S．Collis：Arakan’s　place　in　the　Civilization　of　the　Bay．　Burma　Research　Society
50th　Anniversary　publications　No．21960　p．485－504．なお，ヨーロッパ人のアラカン王国訪問の記録とし
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　上述のような地理的，歴史的隔絶の下にあってアラカン地方のどルマ語は，中央ビルマ語と
の間に大きな差異を生ぜしめた。　クUファードは次のように述べている。「アラカンの住民は，
元来ビルマ人と同じ人々である。大して重要ではない発音面での違いと若千の雷い回しの違いと
はあるにせよ，彼等はビルマ人と同じ言葉を話している。ビルマ人自身，語源をアラカンの雷葉
に求め，アラカン地方を憂古い臥とよんでいる」。㈹NSアラカン方詠が申央ビルマ語より古
い形を保存していることは，テイラーやホール等によっても指摘きれている。　「アラカン方雷
の発音は，”Sビルマltg．．．とはかなり違う。あらゆる面でそれは，より古代的であり，発音も綴り
に対して，より規則的である」σ》，「アラカンの住民は，今日ではインド人との混血性を強く
示してはいるが，基本的にはビルマ人である。彼等の雷葉は，古い形のビルマ語である」（8）。
　ツラカン方書’”の特殊性を報告した最初の人は，おそらくブキャナンであろう。ブキャナ
ンは，1798年に発表した論文（9）の中に，ビルマ，テナセリム，ヨー，　アラカン，4方言の語彙
を掲げている。残念ながら取り扱われた語彙の数が僅少であるため，この論文だけではミアラ
カン方言ヤの特徴を明確に知ることはできない。
　1897年になると，NSアラカン方雷”に関するかなり具体的な報告がホートン（1◎）によってもた
らきれた。ホートンによれぼ，アラカン方言の特徴は次のようにまとめられる。（i）文末助辞及
び語彙面に差異がある。　（ii）母音の調音は鼻母音的である。　（iii）ビルマ語の母音1ε1に対して
に対して1e1，1e1に対して1i1，1ε，1に対して1a，！，1il〕1に対して1a1，1i？1に対して！ai，1で対
応する。　（iv）語頭音1」－1に対しては常に1r－1で対応する。岡時に一r一を副次音とするGonsonant
Gluster！kr・一，　gr－，　br－1等を保有している。
　このホートンの説明は，ステン・コノウ（1Pによって更に精密化された。ステン・コノウは，
チッタゴン丘陵地帯で話されているビルマ語（マギー方雷）を対象としているが，このマギー方
言は，ステン・コノウによれば「アラカン地方のビルマ語方言と全く同じである」ステン・
コノウの論文によれば，マギー方書のCerebra1の系列は”N標準ビルマ詠と岡じようにDenta1
て，次のような文献がある。Hugh　Murray：Historical　Account　cf　Discoveries　and　Travels　in　Asla。
Edinburgh　1820；R・H．Major：India　in　the　Fi實ee且th　Century，　Newyork　1857（Reprint）；Henry　Yule．　oP．
cit，　chapt　VIII；Samuel　Purchas：Hakluytus　Postumus　or　Purchas　His　Pilgrlms．　Glasgow　1907；M．L．
Dames：The　Book　of　Duarte　Barbosa．　London　lg21　vol．　II；Alexander　Hamilton：ANew　Account　of
the　East　lndies．　London王930　vol．　II；ACortesa6：The　Suma　Oriental　of　Tome　Pircs．　London　1944
vol．II；D．G．E．Hall：Studies　in　Dutch　Re互at呈ons　with　Arakan．　Burma　Research　Society　Publications　No．2
p．67－98．）
（6）　Crawfurd　oP，　cit　p．474
（7）L．F．　Taylor：Dialects　of　Burmese．　JBRS　vo王．xl　pt．　ii
（8）D．G．E。　Hall：Burma　P．57
（9）Francis　Bucha職an：AComparative　Vocabulary　of　Some　of　the　Languages　spoken　in　the　Burman
Empire．　Asiatick　Researches　vol．51798　P219－240
（10）Bcmard　Houghton：The　Arakanase　Dialect　of　the　Burman　Language．　JRAS　1897　P．453－461
（R）Sten　K・n・w：Not（ss　on　the　Maghi　Dialect・f　the　Chittag・難g　Hill　Tracts．　ZDMG　1903
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音に融合しているが，Palata1の系列はサンスクリットの対応字母と同様に発音されると言う。も
しそれが事実であるならば，軽々しく断定はできないけれども，古代ビルマ語音の保存か，隣
接欝語（ベンガル語）の影響によるものであろう。少なくとも　KNアラカン方言”とは異なって
いるα2）と言わねばならない。
　ステン・コノウの論文は，ホートンの説を：確認する上で役に立つ。と同時に，　ホートンによ
っては触れられていない幾っかの点も旛摘きれている。例えば，副次音一r一と結合し得る語頭子
音として1k－，9－，　b－1の外に軟口蓋音1kh－1，両醤音1P－，　ph－，　b－，　m－1が新たに加えられる。　ま
た，語頭子音に有気音と無気音の対立があることも指摘きれる。語末の鼻音も，先行母音を郵
音化する機能を果していることが確認される。しかし，一方では，語頭の有声子音1g－，　d－，　b－1
を借用語に曲来すると見ていること，語末にG王ottal　Stopがあるのかどうか不明であること等
の欠点も内蔵している。
　1928年，グリアーソンによって「インドの書語調査」が出版され，　その第1巻第2号でアラ
カン方言の167の語彙及び文型が明らかにされた。c13）この語彙リストを仔細に検討することによ
って，アラカン　（專らアキャブ）方言の音韻的特徴をかなりの程度まで把握することが可能に
なった。　しかし，語宋子音の音声学的性格とアラカン方雷の声調組織とは依然未解決のままで
あった。
　アラカン方言の精密な分析は，ベルノー（ldi）とスプリッグα5）によってなされた。ベルノーは，
195｛年から52年にかけて東パキスタンのチッタゴン丘陵で言語学，人類学的調査を行ない，そ
の成果を発表した（16）わけである。
　ベルノーの言う”Nマルマ方言”とステン・コノウの　’Nマギー方雷”とは岡一方言の異称にす
ぎないα7）が，両者の論文とスプリッグのそれとを比較検討してみると，東パキスタンのどルマ
語方雷（マルマー，またはマギー）　とアラカン地方のビルマ語方雷との間には，共通点も勿論
少なくない（例えぼ二重子音kr－，　khr－，　br－，　mr一の存在等）が，かなりの差異があることも事
実である。例えば，マルマー方言の軟鶴蓋音1k－，　kh－！の口蓋化された1kj－，　khj－！は，私の調
査にょればアキャブハ・ムロウン方言で破擦音16－f及び摩擦音！騨（但し，スプリッグによれば
（12）私の調査によれば，palatal系列の字母音は，アキャブ，ムロハウン方雷でも，チャウピュー方雷で
も，マンアウン方言でも，標準ビルマ語同様，完金に糠擦音“に移行している。
（13）Georgc　Grierson：Linguistic　Survey　ofhdia．　Calcutta玉928　vo1J　pt　iiアラカン方言の語彙は，テ
イラー一｝こよる。
（14）Denlse　Bern・t：RapP・rts　ph・netiqucs　entre　dialccte　Marma　ct　le　Birman．　BSLP　1957－8；De－
nise　Bernot：The　Vowel　Systems　of　Arakanese　and　Tavoyan．　Lingua　vo王．151965　p．463－474
（15）R．1〈．Spi99：AComparison　of　Arakanese　and　Burmese　based　on　phonological　Formulae．　Linguis－
tic　Comparson　in　South　East　As圭a　and　thc　Pacific．1963　P．　109－132
（16）　Den玉st　et　Lucien　Bernot：les　Khyang　des　COllincs　de　Chittagon9．　〈pakistan　Qriental＞　paris　l958
これには，チン語方雷の一つであるキャンと共に，マルマー方雷の語彙が併記されている。
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有気破擦音〔t∫h））であり，破擦音15，さh－，j－1はアキャブ・ムロハウン方雷では摩擦音1s－，　sh－，
z－1である。（17’2）また，マルマー方雷の母音1ε！10i1に対しアキャブ・ムロハウン方言は1ei1，
1ai1で対応する。こうした差異が存在する以上，東パキスタンのビルマ語方言と　’Ntアラカン方
言”とが全く岡じであると断定することはできない。むしろ，東パキスタンのビルマ語方言は，
私の言う「どルマ語南西方雷」群中のアキャブ・ムロハウン方言，チャウピュー方言，マンアウ
ン方言，タン1ぐウエー方雷等と並列した位置にあると言うべきであろう。尚，ベルノーの1965
年の論文は，アキャブ方雷を標準ビルマ語と比較したものであるが，母音体系を論じたこの論
文と同人の1　957－58年の論文とをくらべてみても，マルマー方言とアキャブ方雷とが全く別の方
雷であることが容易に判断できる。スプリッグの論文については，かって書評を行なったことが
あるα8）ので，本稿では説明を省略する。
　「ビルマ語百科辞典」（19）は，アラカン地方のビルマ語方雷を，　（i）アラカン，（ii）ヤンビェ
ー，　（iii）チャウンダーの3種に分け，それぞれの使用人口を22万2千人，32万7千入，3万5
千人と算定している。～方，ビルマ革命政府文化省のウー・ミンナイン（20）は，”“アラカン方雷”
を，　（i）アラカン，　（ii）マルマー・チャウンダー，（iii）ムロ，（i▽）ダインネット，　（V）テ
ッの5種に分類し，（21）その分布状態を次のように説く。
　（Dアラカン………アキャブ，ムロハウン，ミンビャー，チャウトー，チャウピュー，タン
　　　　ドゥエー
　　（2）マルマー………マウンドー，ブーディータウン，パキスタン（チッタゴン）国境
　　（3）チャウンダ～………チャウピュー内部
　　（4）ムロ………チャウトー，チャウピュー内部
　　（5）ダインネット………アキャブ北方のアラカン山脈
　　（6）テッ………マウンドー，ヤテタウン，ブーディータウン
　ウー・ミンナィンは元来EthnologistであってLinguistではないから，この分類を額面通り信
用するわけにはいかない。特にムロ（又はムルン），ダインネット，テッ（又はサク）の3雷語
はビルマ語の方雷とは言えないから，この表からは取り外すべきであろう。因みに，　スマート
（17）‘‘Thc　Mogh，　who　call　themselves　Morma”Pierre　Bessaignet：Tribes皿cn　of　the　Chittagong　Hill
Tracts．　Dacca　1658　chap．1footnote；尚，同様趣旨の説囲が，災野利武編「チッタゴン地方の丘陵入」大
阪大学東パキスタン総合学術調査隊報告謝964の中にも見られる
（17－2）マルマ方雷はこの摩擦音を欠くために，その子音音素がアキャブ・ムロハウン方欝の32に対し，
30と2種少ない。
（i8）大野徹：図書紹介「菓南アジア研究」第3巻第1号1665　p．163
（19）Myamma　Swezon　Kyan（Encyclopaedia　Birmanica）（ビルマ文）Rangoon　1966　vol．10　P．134
（20）UMi鷺Na｛ng，　seRi・r・Mcer，　Ministry・f　Culture，
（2Dウーミンナイン，「我が国に生れた連邦團民」　（ビルマ文）ラングーン1960　p．4－5；
　　　ウーミンナイン，「我が同胞」第20回連邦記念H文化案内書（ビルマ文）ラングーン1967
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（22） 及びグラント・ブラウン（23）の報告によれば，「ムv族は人口約2千5百人，主としてカラダ
ン川の支流ミ何の畔に住んでいる。ムロ語は，ある面ではビルマ語に似ているが，カミ語の方雷
である。」「ダインネット族はチベット・ビルマ系の民族にチッタゴン人の血が混ったもの，ア
ラカン王朝時代の回教徒奴隷の末蕎である。言化りのあるベンガル語を話す」。八木毅「チャクマ
族の言語とマルマ・ムロ語彙三題」（24｝に併記されている99のムロ語彙を見ると，　申にビル
マ語からの借用語も一部（緑色，市，竹笛，鎌，犬，鼻，皿）　あるが，基幹を成しているのは
クキ・チン語（25）であるように思われる。例えば，村，火，頭，首，水，名前等。また，ハンタ
ー の74の語彙（26）による限り，テッ（サク）もビルマ語の方雷とは雷い難い。
　ウェッブ（27）は，チャウンダー，ムロ共に「ビルマ語方言」の中に分類している．チャウンダ
ー族は，　16世紀頃アラカン王国に連れて来られカラダン川畔に住みっいたモン族の子孫（28）で，
その言葉はビルマ語，アラカン語と殆ど変りがない（29）と雷われる。チャウンダー語については
正確な判断を下せる資料を持ちあわせていないため今後の課題として残しておくとして，ウー・
ミンナインの分類の仕方にはまだ疑問の余地がある。例えば，q）アラカン方言の分布地域にチ
ャウピューとタンドゥエーが含まれているけれども，　これは除外きれるべきである。少なくと
も私の調査によれば，rビルマ語南西方言」は，マルマー（30），チャウンダーはともかくとして，
（i）シットゥエー・ムロハウン，　（ii）チャウピュー，　（iii）マンアウン，　（i▽）タンドゥエー
の4っに細分可能である。一方，東パキスタンとの国境にあるマウンドー，ブーディータウン，
ヤテタウンの3郡は人口の75％がP一ヒンジャー語の話し手によって占められているという報
告（31）もあるから，言語別の詳細な分布状態を知ることは容易ではないのである。
（22）R．B．　Smart：Burrna　Gazetteer，　Akyab　Distr三ct．　vol．　A　Rangoon　1957　P．90－91
（23）Grant　Brown：Burma　Gazetteer，　Northem　Arakan　District（or　Arakan　Hill　Tracts）．vol．ARangoon
1960p．11一王2
（24）天野利武編「チッタゴン地方の丘陵人」p．　83－122
（25）クキチン語の特徴については，大野徹「共通クキチン語の再構成」言語研究第47母p．8－20
（26）W．W．Hunter：AGomparative　Vocabulary　of　the　Non－Aryan　Languages　of　India＆High　Asia，
London　1868．
（27）C．M。　Webb：Linguistic　Survey　of　Burma．　preparatory　stage　or　Linguistic　Census．　Rangoon　1950
（Reprint）P．x三i
（28）G・E．Harvey：Bayinnaung’s　Living　Desccndant：The　Magh　Bohmong．　JBRS　vol．44　pt．　i　1961
p．37；Smart　p．91；
（29）Grant　Brown　P．12－13
（30）東パキスタンには，モン・サークルに約4千人，　ボウモン・サークルに約5千人のマルマー族が住
んでいる。Bessaignet：p．8，ベルノーも，東パキスタン全体で9万人と報告している。　D．Bcmot：BSLP
1957－8p．273
（31）タンセインティッ「メーユ国境一帯への訪問」（ビルマ文）Myawaddy　1960無8月号；ローヒンジャ
ー族とは，圓教徒の住民である。尚，アラカン地方にイスラム思想が漫透し始めたのは15～16世紀からだ
が，17世紀に入って特に盛んになった。マウン・ト・一「アラカン管区とムスリム教」（ビルマ文）Shuwawa
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　私は，｛967年12月24臼から29日までアキャブ及びチャウピュー，1968年3月9日から12日まで
タンドゥエー，1969年4月7日から9日までアキャブ及びムロハウンで，「ビルマ語南西方雷」
の現地調査を行なった。また，1968年11月30日にはインフォーマントによるマンアウン方雷の採
録にも成功した。本稿では，それらの資料を基にドビルマ語南西方雷」（32）の分析結果を報告す
る（33）。先人達の研究成果を本稿で活用しなかった理由は，先人達のいわゆる「アラカン方雷」
が私の雷う哺西方雷」全体を指すのではなく，専ら「アキャブ方雷」にのみ限られているか
らである。
　一般にまだあまりよく知られていない雷語を研究する場合，まずその言語の音素体系と声調組
織を明らかにすることに重点がおかれ，次いで文法体系の記述に進むというのが普通の手順であ
る。未知の言語の概要を手っとり早く理解するには，こう言ったやり方がきわめて有効であるこ
とは否定できない。けれども，調査対象がs”方雷”に絞られている場合は，比較言語学的方法を
用いる方がはるかに効果的だと思う。なぜなら比較の基盤となる糠準語”の音韻体系，声調組
織が既に判明している以上，方言価々の記述よりは方言と標準語との関係を追求する方がかえっ
て当該方言の特質を明確に表わし得るからである。従って，本稿でも方雷個々の音素体系の記述
よりはむしろ当該方雷と標準語乃至は共通語との比較に重点をおき，当該方雷の特質を明らかに
すると共に標準語と方言及び方言相互間の関連性を明らかにすることにしたい。
　（1）アキャブ・ムロハウン方言
　アキャブ（ビルマ語名シットゥエー）県はアラカン管区の最北端にあり，ビルマと東パキスタ
1969年4月号
（32）筆看は，従来の呼称「アラカン方雷」の代りに専ら「南酉方言」という呼称を統一的に鰐いる。そ
の理由は，今後順次発表して行く予定の他のビルマ語方言「南東」　「東北」「北西」各方欝との関連控に
よる。尚，いわゆる「アラカン方雷」及びその資料に関するビルマ人自身の研究（ビルマ語による発表）と
して次のような文献があるので，参考までに掲げる。セインガモン「アラカンの語彙」ミャワディー一　1960
年7月号P．142－146；ウールペーウィン「村変れば雷葉も変る」ラングーン大学アラカン学生会編「アラ
カンの灯」第1巻第5母P．15－17；ウーティンフラ「アラカン語の発音」ibid　P72－79；マンアウンピーヤ
「アラカンの昆謡」グウェターイー196】奪7月号P．147－9；ボウフラミイン「アラカン辺地の謎々欝葉」ラ
ングーン文理大ビルマ文学会編「ミャンサーゴン」第2号P．165－168；ミンヤンマー「アラカンとビルマ
の笑話jibidP149－151；アナウター「アラカン地方の詩」ボウダタウン3－12－1968；ウーマウンマウン
ェー「アラカンの慣習と歌謡」ibid　15－10－1968，29－10－1668；マウントウンナウン：「アラカンの民謡
二首」ibid　8－10－f968；アシンナラ「信仰に関するアラカンの自然詩歌」ibid　7－1－1969；マウントウン
ナウン「アラカンの伝統的子守り歌」wウタ…一ピイドゥー29－10－1968；チョーフラカイン「アラカンの
車祭り」ibid　11－2－1968；ウ・t・一マウンマウンエー「水祭りと詩作」ibid　10－4－1968，マウントウンナウ
ンFアラカンの歌垣jibid　17－9－1968；ヤカインフニュンプー「文化論叢」ラングーン1968；ルードゥ・
ウーフラ編「アラカンの民話」マンダレー第3巻f966，第4巻1968；ウー・アウンターウー編「アラカン属
話選集」ラングーン；ウー・セッケインダ編「アラカンの珍しい民話」ラングーン1967；ウー・ミンナィン，
ウー・セッケインダ編「アラカンの民謡」文化省ラングーン，ウー一・ミンナイン，ウー・セッケインダ編
「アラカンの伝説」ラングーン1965
（33）ビルマ語方雲の予備轍告としては，ビルマ滞在巾に発表した次のような一連の論文がある。大野徹
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ンとの国境をなしている。県は更にアキャブ，ヤテタウン，パウトー，ミンビャー，チャウトー，
ムロハウン，ブーディータウン，マウンドー，ポンナーヂュンの9郡に細分されている。1941年
の圏勢調査によればアキャブ県内の人口は約76万人（34）で，アキャブ町がその県庁所在地となっ
ている。（3”°）
　ムwハウン町は「ムラウウー」ともよばれ，アキャブ町から約50マイル遡ったカラダン川の右
岸にある。1433年から1826年までは王都として「アラカン王国」の中心地であった（36）。17臆紀
申葉ここを訪れた聖アウグスト派のポルトガル人宣教師セバスチャン・マンリク㈹によれば，
ムロハウンにはインド，アチェン，ポルトガル人等に混じって日本人クリスチャンもかなり沢ilj
住んでいた（38）と報告きれている。当時，アラカン産の金，米，藍，ラック等がムロハウンのオ
ランダ商社を通じて海外に輪出きれていた㈹。ムロハウンの北東6マイルの地には古代の遺跡
がある。西紀4世紀からfO世紀中葉に至るまで盛えた（dO）チャンドラ王朝支配下のウェーターリ
ー王国轍》の跡である。
　言語の面から雷うと，アキャブとムVハウンの間には差異はない。発音面での違いも全く存在
しない。従って「アキャブ方言」という名で統一してもよいわけだが，アキャブ県内には異なっ
た発音をする地方もあるCd2）のでそれらを除外する必要があること，私の調査対象地がアキャブ
とムロハウンだけに隈定されたため他の地方（例えば，ポンナーヂュン，ミンビャー等）の発音
の実態がつかめていないこと等の理由から，本稿では敢えて「アキャブ・ムロハウン方言」とい
う呼称を用いることにした。
　アキャブムvハウン方言の子音音素は1k－，　kh－，　g－，　t－，　th－，　d－，　p－，　ph－，　b－，　lj．，　n．，　m．，ル，
hp－，　hn－，　hm－，　hp－，6－，　g．，　j－，　s－，　sh－，　z．，　h－，？一，　r－，　L，　hr－，　h1－，　w－，　j－，実1の32音で，いずれも
単独で語頭に立ち得る。これらの単純子音は口蓋化手，唇音化一w一の副次音と結合して二重子音
を構成し得るが，口蓋化可能な子音はノP－，ph－，　b－，　m－，　hm一ノの両唇音系列にのみ限定される。
「ビルマ語方言の地理的分布」（ビルマ文）Ngwe　Tha　Yi　1969年3月p．53－60；大野徹「ビルマ語の方言学
的研究」（ビルマ文）ルードゥ・ウーフラ編“Kabya　Akyaung　Sa　Akaung”Mandalay　1969　P．41－67；
大野徹「メルギー方言の研究」　（ビルマ文）Shumawa　1969爺7月p．9－11
（34）Encyclopaedia　Birmanica　vol．41967　P．15
（35）県知事ウー・ターザンアウンの外に，ビルマ社会霊義計画党鋤3管区本部　（融議長ソー一プルー海軍
中佐），アラカン管区治安行政委員会（議長ペーアウン中佐），アキァブ県治安行政委員会　（議長シュェザ
ンァウン海軍中佐），アラカン管区長富ウiv・セインフライン等が執務している。
（36）Encyclopaedia　Birmanica・vol．91964　P．423－424
（3？）Hugh　Murray　p．96－1王9；phayre：History　of　Burma，　London　1884　chap・XXII
（38）Golden　Tit－Bit　of　Atakan　P．4
（39）Hall：Dutch　RelatiQns　with　Arakan．JBRS　XXVI　l936
（40）UAung　Tha　Oo：アラカンの文化ウェーターリー暗代（ビルマ文）Rango・1・1966　vol．　l　pt．三P．1
（41）M．S．　Collis：Arakan’s　place．　P．486－488；D．　G．　E．　Hal1：Burma　P．8
（42）例えば，チャウトー－asやムmハウン郡内には／a／を〔o⊃と発音するチャウンダー系の地域がある。例
〔o：〕〈力〉，〔t‘e：⊃〈置く〉等。　（ターケーター小学校長ウー・チョー一ゾー談）
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　ビルマ語「南西方言」の特徴の一つは，RhotacizatiOR　C　43）lcあるが，副次音一r一と結合し得る
「アキャブ・ムロハウン方言」の子音音素は軟口蓋音と両醤音の二系列だけである。
　以上の子音音素は，””標準ビルマ語”との間に明確な対応関係を示す。すなわち，標準語の軟
口蓋無声無気閉鎖音1k－1に対してはアキャブ・ムPハウン方言の1k－1が，歯茎無声有気閉鎖音
1thイに対しては！th・1が対応するというように，両者聞の対応関係は絶対的である。そして，こ
の臼対1」の対応関係が狂うことはない。
　例　　標　準　語　　　　kha：　　　　na：　　　　du：　　　　pha：　　　　wa：
　　　　ア・ム方言　　　kha：　　　na：　　　du：　　　pha：　　　wa：
　　　　意　　　味　　　　腰　　　　　耳　　　　　膝　　　　蛙　　　　　竹
　但し，標準語の破擦音16－，6h－，　j－1及び口蓋化唇音1pj－，　phj－，　mj・・1並びlcaS擦音191，弱摩擦音
1j－1に対応するアキャブ・ムロハウン方言形には複数的対応関係が見られる。これを図示すると
次のようになる。
　　　　　　　　　　　　標準語　　　　　　　　アキャブ・ムロハウン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9「一
　　　　　　　　（2）　・揺一熱
　　　　　　　　（3）　｝一一一＝＝＝＝参
　　　　　　　　（4）・j－一≡≡≡≡≡龍
　　　　　　　　（5）　爵一一＝＝＝＝＝誰
　　　　　　　　（6）　・j－一＝＝＝臣
（7）
（8）
（9）
qo）
mj－一＝＝＝：＝謙
j－一＝＝＝ll
・一一＝＝＝＝鑑
W－
Poup一
W一
（43）これは，R．K．　Sprig9の用語である。醐次音一r一を伴うGo箆soαaエ1t　Clusterを意味する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
　標準語形に対応するアキャブ・ムロハウン方欝の上下各二列の区別は，綴字面から分析可能で
ある。すなわち，（1）から（7）までは，綴字上副次子音の位置に，（i）！ja．　pio．1符号（－j－）　を伴
う単語は全て上段の音に属し，（ii）1ja．　jip！符号（－r－）を伴う単語は金て下段の音に属する。（8）
は綴字の（－」一）が上段，　（－r－）が下段となり，（9）は綴字の（hlj－）が上段，　（hr－）が下段とな
る。換言すれば，アキャブ・ムロハウン方言の発音は，標準語にくらべると相対的に「文字に忠
実」なのである。そして，その点が実は「アラカン方雷はビルマ語の古い形を残している」と言
われる根拠の一っになっている。それらの具体例を次に掲げる。
（D
（2）
標準語
ア・ム方言
意　　味
標　準　語
ア・ム方言
意　　味
6－；
kr－；
6εつ
kraP
鶏
とh－；　　　　ξhei
khr－；　　khri
　　　　足
6a
kra
6hilO
khraη
蚊
6ε
krei：
星
6hau？
khraup
六
6ei：
kri：
銅
6ha．
khra．
臼蟻
6i：
kri：
大きい
（3）
（4）
標　準　語
ア・ム方言
意　　味
標　準　語
ア・ム方言
意　　味
6h－；
蓉一；
　　　　　ワ
c－，J－；
9「一；
さhεP　　　　ξha，
善aP　　　蓉a．
炊く　落とす
caな．
grεB・
犀
どhaη：
話ε勾：
寒い
jou：
9「ou
山鳩
6hou
蓉OU
甘い
Jou：Ja
9「OU：9「a
　鶴
こhiη
蓉ailj
酸い
（5） 標準語
ア・ム方雷
意　　味
Pj－；　　　　PJO：
pr－，　br－；　prつ：
　　　　話す
Pja
P「a
青い
ePj囎
ep「明
　外
pjel：
bri：
走る
Pj　1：
bri：
終る
（6） 標　準　語
ア・ム方雷
意　　味
phj－；
phr－；
phju
phru
白い
ph　jiP
phraiつ
なる
（7） 標準語
ア・ム方言
意　　味
mj－；
mr－；
Mjllj：
mrap：
馬
　　91
mjau？
mrau？
北
mjiP　　mjou．　　mja．
mrai？　　　mrOU．　　　　mra。
川　　　町　　エメラルド
（8） 標　準　語
ア・ム方言
意　　　味
j－；
r－；
9Jou：　　JCl
grOU：　　ri
骨　　　水
jaup
rau？
着く
jwa
rwa
村
khg　ju．
khoru．
貝
　（アキャブ方言の1r－1は語頭では弾き音〔r〕，　mutae・・1iquidaeの副次音の位置では摩擦音〔」〕と
なる。但し，ムロハウンではAnlautとしてふるえ音〔r〕が観察きれる）
（9） 標　準　語
ア・ム方雷
意　　　味
蓉一；　　　　蓉ei　　　　蓉iη　　　　蓉a　　　　ogei．
hr－；　　hrei　hrag　hra　ohri．
　　　長い　生きる　探す　東
蓉aupさhou
hrau？蓉ou
甘橘類の一種
（10） 標　準　語　　Poup；
ア・ム方言　wa？；
意　　味
PouPhnaup　　つoup話iP
waPhnaup　　waPhraiP
脳 馬醐燈
Pou？：）　　　Pou？ka．　bjaな
waPD　　wa？ka．　bjεη
繰鵤　アラカン詩人の名（dd）
　アキャブ・ムPハウン方言の基本的な音節構造はCV＃，　CVCの二種で，後者にはcvP，　CV8の二
つが含まれる。但しcvηの語宋鼻音（Auslaut）は，現実には⑫，　i，　ai，　ei，　oij，　afi）のように先行
母音の鼻音化の役割を果している。
　cv＃の一v一の位置には1a，　i，　u，つ，　e，　ei，　ou1の6種が立ち得る。これらの母音音素の内，1a，　u，
o，o可の奥舌母音4種は標準語の1a，　u，　o，　ou／とそれぞれ対応するが，前舌母音1i，　ei／二種の対
応関係は次のようなshlftとなって表われる。
　標準語　　　　　　　　　　　　　ア・ム方言
0
1
’
正e
9
ー
ム
ε
’
r
ie
例
（1） 標　準　語　　ei；　　婁ei　　mei：　　1ci　　pei：　　，ei：
ア・ム方言　　i；　　曳i　　mi；　　Ii　　pi：　　Pi：
意　　　味　　　　死ぬ　尋ねる　　風　与える　冷たい
（44）Ugga　Byanと書かれるシンディンの領主。属王賭殺の科で両手を切断きれ，奴隷としてマハムニ
の像に擦げられた。Harvey（1925）p。14玉：M．　S．　Collis：An　Arakancse　poem　of　the　16th　Century．　JBRS
・X．XVII　1937；尚，　ビルマの奴隷鰯度については，大野徹£碑文から児た12－14世紀中部ビルマの奴隷社
会」第21回臼本人類学会・N本民族学会連合大会発表要旨集1966p．23－24；大野徹「ビルマにおける賎
民社会の発生とその現状」東南アジア研究第7巻第2弩pp．209－216．
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　（2）　　標準語　　ε；　1ε　｛ε：　nε：　mε：　pε：
　　　　　　ア・ム方言　　ei；　1ei　真ei：　nei：　mei：　pei：
　　　　　　意　　　味　　　　畑　　砂　少ない　黒い　　豆
　なお，標準語の／wei1も．アキャブ・ムロハウン方雷では1wi／となる。例えば，
　　　　　　標　準　語　　一wei；　　khwei：　　魏ei：　　さhwei：ma．　　ba．　thwei：
　　　　　　ア。ム方言　　一wi；　　khwi：　　lwi：　　帥i：ma．　　　ba。　thwi：
　　　　　　意　　　味　　　　　　　犬　　　　血　　　　嫁　　　　　　叔父
　C鵬の対応関係はこのようにきわめて明確であるが，例外的に標準語のC嘱に対しCVBで対応
するアキャブ・ムロハウン形がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
例　　　　標準語　　mL　Jauη：　　mwel　ohmwei：
　　　　　ア・ム方言　　m均．lau轍　mrwi13　ghmwilj：
　　　　　意　　味　　　鰐　　　蛇　　　　香り
閉音節CVCを漢語的に声母C一と韻母一VCとに分けて考えた場合，
nel
nil3
太陽
アラカン・ムmハウン方言の
一
vcの位置には1aP，εつ，　aP，　eP，　ouつ，　au　P，　al3，εB，　ailO，　eiη，　oulD，　aui31の12形が表われる。この
内，1eP，　eiη，　ou？，　oul3，　auP，　auη1は標準語の概当各形とそれぞれ対応するが，1a，，　aη1は標準
語の1εP，iB　1に，1ε7，ε窺は標準語の1aP，　al3／lcと言うようにその対応関係は交叉的である。ま
た，1aP，　alB1は標準語の1aP，蜘1の外に，！P，　il〕（一部はε）！とも対応する。これらの特殊な
対応の例を次に掲げる。
（D
（2）
（3）
（4）
標　準　語．
ア・ム方誉
意　　　昧
語
言
昧
　
方
準
ム
　
　
　
　
●
標
ア
意
標　準　語
ア・ム方雷
意　　　味
標　準　語
ア・ム方言
意　　昧
一
εP；
－aP；
一
aP；
一
εつ；
1εP
la？
手
phaP
phεP
読む
Wε？
waP
豚
hljεP
hηaP
鶏
1aP　　ηa？
1εP　　PεP
殺す　飢える
一
il）　；　　　　　　≡》女iP　　　　　　hniP
aiつ；　　　e婁aiP　　hnaiP
の
一 llj；
－a9；
新しい
shil〕　　　　　　ki玉こ〕　：
shaη　　kan：
象　　　百足
蓉iP
蓉ai，
八
1il：
Iaη：
thwεP　ejwεP
thwaP　　∂rwεし，
出る　　　葉
sa？　jaP
sεP　jεP
辛い　扇
曳iP
£aiつ
樹木
明るい
6hiP
蓉aiP
愛する
jiη　　phwii3．
jaB　　phwaP．
蝿　　開ける
アキヤブ・ムuハウン方言の1aB／は音声的には鼻母音〔5〕であるが，場舎によっては⊂5〕とな
ることもある。例えば，〔p‘5〕尻，〔tem5　：）御飯，〔r5　p‘εP〕胸，〔P5：〕湖等。けれども，これらはい
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ずれも！al］！に統一できるものであって，音韻的に独立した10B1を構成するものではない。
　（5）　　　標　準　語　’－aη；　paB：　　shalO　　hnaη：　pja13
　　　　　　ア・ム方言　　一Slj；　pεlj：　　shεB　　hnεlj：　pjεB
　　　　　　意　　　昧　　　　　　花　　　米　　　胡麻　　飛ぶ
　尚，綴字上「wat，　wap」。「wan，　wam」で表わされる標準語の1uP／，1ul1も，　アキャブ・
ムロハウン方雷では／wεP1，1wεη1となる。例えば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
（6）
語
言
味
方
準
ム
　
　
　
O
標
ア
意
6u？
krwεP
wup
WεP
山蛭　　着る
標　準　語　　一ε，一均；
ア。ム方雷　一ai窮
意　　　味
1εbiη：
6hup
さhwεP
脱ぐ
1εjauη：
SUIj
SWε13
鳶
1ail〕phag：　lai］3khraUl｝：
　首　　　　咽喉
CUIj：
　
cwεη：
チーク
6hin
善aill
酸い
ZUI：
ZWεB：
きじ
beziD：
b∂zaiη；
蜻蛉
　（2）チャウピュー方言
　チャウピュー県はアキャブ県とタンドゥエー県の申聞に位置しており，県内にはヤンビェー
（ラムリー），マンアウン（チェドゥーバ）を始めとする大小の島々が点在している。（t5）
　ムガール帝国の亡命皇帝シャーシュジャーに従って最初ムロハウンに来た従臣逮は（軌2）皇
帯の死後，近衛弓手としてアラカン王朝に雇われたが，（46）その暴虐ぶりがアラカン人の恐怖の
的となったため，18世紀初期に即位したサンダウィザヤ王によってラムリー島に追放された（47）°
彼等の子孫は「カマン」とよばれ，アラカン語を話し回教を儒仰し，今でもアフガニスタンの容
貌の名残りを留めている（48）と雷われる
　西紀1824年緬暦3月｛2日，6隻の艦艇を率いたモリソン提督は，マハーバンドゥーラ将軍配下
のパラウン・シッケーとラムリー領主マウン・インガレー－ag　2千人のビルマ人が立寵るラムリ
ー一　kを攻撃，7百入の兵士を率いたロバートソンが全島を占領した。翌年，フィリップス大尉が
県知事に任命きれラムリー島は英国の統治下に入った。C49）ヤンビェー（ラムリー）島は，過去
にこう言った歴史をもつ島である。
（45）Encyclopaedia　Birmanica．　vol．2　P．53－55
（46）Burma　Gazctteer，　Sandoway　District　P．21
（47）Hall（1956）P．62；Harvey　G　925）P・148
（45－2）40人足らずのこの忠実な家来逮の内，10人はBarhaのSyedsであり，20人は，　Mughalであっ
た゜そして，残りの10人は開らかに召使いだった。Jadunath　Sarkar：History　of　Aurungzib，　based　on
original　sources．　London　I920　voLII　P・285
（48）Harvey（1925）P．148；Harvey（1954）P・97
（49）Maung　Boon：The　First　Burmese　War．　translated　by　U　San　Shwe　Bu・Golden　Tit－Bit　of　Ara一
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　本稿で取り扱うチャウピュー方言は，ヤンビェー島の北端にある県庁所在地「チャウピ＝　一一」
町で採録したものが中心となっている。チャウピュー方芦は，その特徴から言って，「南西方雷」
に属することは明らかだが，アキャブ・ムロハウン方雷にくらべると幾分「標準語」に近い。
　これは，「標準語型」のタンドゥヱー方雷に地理的に近いということもあるが，それよりも中
央ビルマ，殊にラングーンとの海上交通の便がアキャブよりはるかに優っていることから標準語
の影響をより濃厚に受けているためだと思われる♂50》従って，ヤンビェー島内でもチャウピュ
ー の町を除けば，島の内部ではその言葉が「アキャブ・ムロハウン型」に近いという事実がある。
そこで本稿では，チャウピュー町の「チャウピュー方言」形以外に，「ヤンビェー方言」形とし
て“ルワーテイ村”の発音をも必要に応じて併記する。
　チャウピュー方言の子音音素は1k－，　kh－，9－，　t－，　th－，　d－，　P－，　ph－，　b－，’n－，　n－，　m－，∫1－，　hB－，　hn－，
hm－，　hP”，　d－，　j’，9’，　s冒，　sh－，　z－，　h－，　P－，　r－，1－，　hr－，　h1－，　w－，　j－，　t－1の32である。この点，アキ
ャブ・ムロハウン方言と変りがない。また，チャウピュー方言には，アキャブ・ムロハウン方言
同様の唇音化音，口蓋化音の存在も認められる。副次音！－jイと連接し得る子音音素が両唇音に
限られること，軟口蓋音，唇音の両系列に「南西方言」の特徴の一っであるRhotacizatlonの現
象が起ることもアキャブ・ムロハウン方言と同じである。
　チャウピュー方言の子音音素も原則として標準語の各子音音素と臼対1」の絶対的な対応関
係にあるが，－r・一を副次音とするConsonant　Glusterを持っているため，標準語の破擦音！き，6h－，
j－！，口蓋化唇音11ヰ，phj－，　bj－，　mj－，1，及び摩擦音1蓉一1，弱摩擦音1」－1に対する対応形は，アキ
ャブ・ムロハウン方言と同じ型を示す。その例を次に掲げる。
（D
（2）
（3）
（4）
標　　準　　語　　6－；　　6auη
チャウピュー　　krづ　　krau聡
意　　　味　　　　　　猫
標　準　語
チャウピュー
意　　　味
標　準　語
チャウピュー
意　　　味
6h－，　」一；　　　6hei
khr－，　gr－；khri
6h－；
蓉一；
標　準　語　pj－；
チャウピュー　pr－；
意　　　味
足
6hwei：
蓉wi：
汗
さεつ卿　　6wεP　　6ε
krεPlwai）　krwεP　krei
たまねぎ　鼠　　星
6ha．
khra．
白蟻
6hOUB：
蓉on聡：
覆う
さh明
khraη
菜園
eさheiな
egeilj
時
leiPpja　pjau］3：bu：pjc）：
lciPpra　praUO：phu：　pro：
蝶　とうもろこし話す
JOU：
9「ou：
山鳩
khaj均
kha善aiB
　樹蟻
6i：
kri：
大きい
Jou：ja
9「ou：9「a
　鶴
pji真｝：kedou：
praio：
鉄木
kan　P．24－25
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（5）
（6）
（7）
（8）
標　準　語
チャウピュー
意　　　味
標　準　語
チャウピュー
味
語
套
「
；￥
t
意
標
チャウピュー
意 味
標　準　語
チャウピュー
意 味
pj－，　bj－；
br－；
Pji：
bri：
終る
mj－；　　omjiP
mr－；　　a．　mraiP
　　　　　根
一J
幡k
蓉一；
hr－；
ja？
raつ
立つ
　giη
　hriね
生きる
phebjoup
phobroup
がま　（蛙）
mjau？u．　mJel
mrau？u．　　　mri
　　山芋　　土
bojip　　　　　　妄ejεP
P∂rai｛）　　　　婁erεつ
こうろぎ　マンゴー
　蓉a
　hra
探す
§auPchou
hr2しup蓉OU
甘橘類
　　shal3bjou？
　sha加rou？
　　　粥
mjεPpllj
mrεPpiな
草
1〕∂joup1i：
BerouPti：
唐辛子
　　e蓉ei．
　　ehri．
　　東
　上述のように，チャウピュー方言の子音音素は全てアキャブ・ムロハウン方言と同じ対応形式
を示す。従って，子音音素に限って言うならば，アキャブ・ムロハウンとチャウピューの間には
何らの差異も存在しないことになる。けれども，韻母になるとその対応形式は，アキャブ・ムロ
ハウンとははっきりとした対立を示す。
　cv＃の位置に立っチャウピュー方言の母音音素は1a，　i，　u，　ei，　ou，り1の6種で，この点アキャ
ブ・ムロハウン方雷と変りない。標準語の1i，　ei，ε1に対応する母音音素が！i，　ei！にsh機してい
ること，1wei1が／wi！で対応すること等も，アキャブ・ムロハウンと岡じである。
　
　
例
ー　
v
（2）
標　準　語
チャウピュー
意
標　準　語
チャウピュー
意　　　味
　ロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　
－ el；　　　　mJe1：　　　　ce1：
－i；　　mri：　　kri：
味　　孫　　　銅
一wel；　　　　　twel．
－Wユ；　　　　　twL
　　　　　　会う
　nel　　jel　　mel・
　nl　　　　　ri　　　　ml．
　太陽　　水　　忘れる
mi，　thwei：　　　mwei
mi．　thwi；　　　mrwi
叔母　　　　　　　蛇
　一方，閉音節cvcの位置に表われるチャウピー方言の「韻母」形には！εP，　aP，　aip，　ei？，　ouP，
auP，　iη，　aB，　aiB，　eiB，　ouP，　auO！の12形があるが，標準語との間に特殊な対応形を示すのは1ai？，
aiB1の一部で，標準語形1aip，　aiη1，及び／ip，ε，　il1の二系列に分れる。
例
（i） 標　　準　　語　　一iP；　　　piつ
チャウピュー　　－aiP；　　paP
意　　　味　　　　　棄てる
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tPsa
曳aiPsa
忠実
さe斐iつ　　　　　dedau1〕z呈P
どe1aiP　todauηshaiP
豹　　　ひじ
　（ii）　　　標　準　語　　一ip，一ε；醐．　　bezio：　　　1εbi取　　　1ε　jaui］：
　　　　　　チャウピュー　　－ailD；　　甑三η・　　P∂za均：　　　Iail）bil3：　　王a均khrau王3：
　　　　　　意　　　　　味　　　　　　　　栗鼠　　　　蜻蛉　　　　　一首　　　　　fl因喉
　チャウピュー方雷の韻母形をアキャブ・ムロハウン方雷のそれと比較してみると，その特徴は
次のようにまとめられる。
　（i）綴字形「ak」，「aη」の発音は，アキャブ・ムロハウン方言では1aP1，1aη1であるが，チャ
ウピュー方需は標準語と岡じ1ε，1，1il〕1である，
　　　　　例
　　　　　　標　　準　　語　　hηε？　　wε，　　1εP　　mj　ilO：　　6hilj　　thoba：
　　　　　　チャウピ＝　一一　　hl〕εつ　　wε；　　1εP　　mri13：　　蓉均　　　tiloba：
　　　　　　ア　キ　ャ　ブ　　hljaつ　　wal　　la，　　mral：　　khraη　　ta瑛a：
　　　　　　ヤンビェー　　hnεつ　　wεP　　lε？　　mralj：　　khraB　tal3da：
　　　　　　意　　　味　鳥　　豚　　手　　馬　　　蚊　　　尻
　（ii）綴字形「atJ，「ap」及び「an　」「am」に対するアキャブ・ムロハウン方雷形は1ε，1，1εη1
であるが，チャウピュー方穫8形は標準語同様1a？1，1aij1である。
　　意　昧　　標準語　　チャウピュ　一一　　アキャブ　　ヤンビェ　一一
　　からす　　　さi：gal：　　　　　さegal3：　　　M：9ε10：　　　さegai3：
　　意味　　標準語　　チャウピュー　アキャブ　　ヤンビェー
　　　腹　　　　　WUη：　　　　　　wal3：　　　　WεIO：　　　　　wal〕：
　従って一w一に随行する場合もチャウピュー方雷では1waつ1，1wa1〕1となり，標準語形1wup！，
！wun1，アキャブ・ムロハウン形！wε，！，1wε射と対立する。
　　　　　　標　準　語　　6up　　mil3：9購i：　　　WUO：nε：　　　さε？卿3
　　　　　　ア　キ　ャ　ブ　　krwεP　mao：9Wεり¢　　　WεB：nei：　　　kraPtwεlj
　　　　　　チャウピュー　　krwaP　mi1〕；gwaP藁：　　　waな：ne圭：　　　krε　？1walO
　　　　　　意　　　昧　山蛭　　マンゴスティン　残念だ　　　たまねぎ
　このことは換雷すれば，チャウピュー方雷には綴字面での「waη」と「wan」，「wam」との
間に発音上何の区別もないことを意味する。
　　綴　字　形　　a－pwaB．　　　waη　　　rankhwal］　　　kjwan　　　JlwanpDη：
　　チャウピュー　　opwal・　　　walj　　　rankhwaB　　　さwal　　　　jユwaOpaUlj：
　　意　　　味　　つぼみ　　入る　　ふところ　　　奴隷　　　　連立
　（iii）アキャブ・ムmハウン方言の音節C四の内，標準語のC鱒に対応する形もチャウピュー
方言には見られない。
　　例
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標　準　語
チャウピュー
ヤンビェー
ア　キ　ャ　ブ
意　　　味
mwel
mfWl
MWI
mrwn〕
蛇
nei
ni
llil〕
太陽
ehmwei：
ehmwi：
ohmwil）：
香り
geZUO：U・
gezwan：u・
kaiOswεlj：u．
　きっま芋
　（3）マンアウン方言
　マンアウン（チェドゥーバ）島はチャウピュー県内にありヤンビェー島の南に位しているが，
チャウピュー町からは87マイルも離れている。（5D
　アラカン王朝時代，この島は罪人の流刑地であった。（52）アラカン本土で姦通等の犯罪を犯し
た重罪人は遠島刑としてこの島へ送られていた。（53）1782年に即位したアラカン王朝最後のマハ
ー タマダ王（51）は，ラムリー島の出身だが歴代のアラカン国王の内最も権威に乏しい王であった。
（「・「））それは彼が騰民の出で，奴隷の血を受け継いでいた（56）からである。アラカン人は，ラムリ
ー及びチェドゥーバの島民とは結婚きえしなかった。（57）この島の住民がもともと賎民ないし奴
隷であったかどうかは鯛として，非アラカン的要素が強かったことは次の例によって証明され
る。1531年に即位したミンバーヂー王から1593年に即位したミンラーザー王まで六代のアラカン
国王に仕えた（58）宰相マハーピンニャーヂョー　（チッタゴン領主）は，　マヌ法典に基く判例集
「マハーピンニャーヂョ　一一・ピャットン」（59）を編纂した（60）ことでも有名であるが，岡人の別書
「マハーピンニャーヂョー・シャウトン」（al）ICは次のような記述が見られる。
　「タボイ人タニュンが男女千人を率いてアラカンに辿り着いたことに関するマハーピンニャー
ヂョーの答申。陛下1タニ＝ン等は御曽祖父の御代にムロ，チャウンダー種族によって平和な
生活が絶えず脅きれ村々が掠奪破壊きれたため，御蘭祖父ダタラーザが彼等をその地からマンア
（5①チャウピュー方需の「標準語化」は比較的新しい現象だと推測される。古くからチャウピューに伝
わるザン「歌垣」は，今臼でも依然として「チャウピュー型」ではなく　「アキャブ・ムロハウン型」の発
音で歌われる。
（51）Encyclopaedia　Birmanica．　voLg　P．318
（52）大野徹「ビルマの成文法（刑法を中心として）」。ビルマ研究（V）1968p．16
（53）UAung　Tha　Oo：AShort　History　of　Arakan　p．100；トウンナウン「ミンバーヂーの判例」ビルマ
字日刊紙ロウターピイドゥ19～8－1968
（54）M・S・Collis：Arakan’s　place　P．498
（55）　Harvey（1954）　p．97
（56）Harvey（1925）P．149
（57）　Harvey　ibid　p．14g
（58）UAung　Tha　Oo．　Qp　cit　p．67
（59）ピャットンとは，法典または慣習法に基いて定められた社会的規範例集。大野徹「ビルマ語文献解
題j1964　p．29－30
（60）　Harvey　（1925）　p．141
（6Dシャウトンとは，贋政，軍事，王室行窮等について圏王の諮問を受けた大臣が答頗したもの。大野
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ウン鶴へ移住きせなさったのであります。ところが一年程たつと，彼等は島を去ってタイ園とペ
グー国の中聞の地に住むようになりました。そしてその地をムロ達はタポイとよぶようになった
のであります」。（62｝ウー・アウンターウーの解説によると，この答串はテッニュン等一干人のタ
ボイ人がアラカンに亡命して国王に庇護を願い出た時のものだ（62）という。答申は「タボK人避
難民をオン島に住まわせればよろしゅうございましょう」という結論で終っている。以上のこと
から，マンアウン島がアラカン王国内でもかなり低く見られていたことが≧悶る。ところがアラカ
ン王朝末期のマハータマダ王の頃になると，マンアウン島はタドウピューの下に実質的には独立
領になっていた。（6の
　西紀1824年緬暦2月臼分8日，モリソン提督の率いる英照艦隊は，領主ミンレーフラの守備す
るチェドゥーバ島に艦砲射撃を加えた。攻撃は午前6時に始まり午後2時まで続いた。ビルマ入
守備隊は死者千人，負傷者5百人をだしt末，島を明け渡した。ミンレーフラは妻子共々捕えら
れカルカッタに送られたが，島の控民達はそのまま居住することが認められた。（65】こうしてチヱ
ドゥーバ島は英国人の支配下に入った。
　マンアウン方言の子音音素は1k－，　kh－，9－，　t－，　th－，　d－，　P－，　ph－，　b－，1－，　n－，　m－，　j／－，　hn－，　hm－・
hP－，6－，6h－，　j－，9－，　s－，　sh－，　z－一，　r－，1－，　hr－，　h1－，　h－，　P－，　w－，　j－，　t－1の33で，アキャブ・ムPハウ
ン方言，チャウピュー方雷にくらべると一つ多い。それは，マンアウン方言が無声帯気破擦音
16h－1　Cpもっているためである。この点を別とすれば，マンアウン方言は唇音化爵，両唇音に伴な
う口蓋化音，軟口蓋音と唇音の系列にRhotacizatiQnをもっていること等，アキャブ・ムmハウ
ン方言，チャウピュー方言と変りがない。それらの具体例を次に示す。
　
A
例
1　
v
（2）
（3）
標準語
マンアウン
意　　　味
標　準　語
マンアウン
意　　　味
標　準　語
マンアウン
意　　　味
6－；
kr－；
6h－；
khr－；
さh・；
鳶・・；
さau導
krauユ〕
猫
6h　k）
khriη
　蚊
　6ha1〕：
　　蓉a1〕：
　寒い
どεり　　　da　　　さε
krεi｝　　　　kraP　　　　　krei
鶏　　　薄　　　星
6hau？　　　　　6hei
khrau？　　　　khri
穴　　　　　足
6hwei：ma．
SW1：ma。
嫁
　さei：
　kri：
　　銅
6haB
khraη
菜園
さhiな
善a均
酸い
khajiη
kha善ain
樹蟻
徹　　op　　c三t　p．20
（62）カウィターヤ1甑E編「マハーピンニャーヂョー・シャウトン」（ビルマ文）ラングーン1968p．62
（63）UAung　Tha　Oo．　op　cit　p・79－80
（64）Dinny浸waddy　Ayaydawbon・P．131
（65）Maung　Boon：The　First　Burmese　War．　P・23
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（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
標準語
マンアウン
意　　味
ソ
」一；
9「一；
PJ－；
P「一；
ソ
JOU
9「OU
山鳩
pjaη
　pralj
　帰る
phj－，　bj－；
phr－，　br－：
m］一：
mr－；
．
，
幽r
e
）
一r
営一；
hr－；
　mJal］
　mral〕
早い
ejε？
erSつ
酒
　　蓉εP
　　hrε
　jou：ja　　lεPte6wε　　1eja：
　grOu：gra　　　lεP女egrei　　　　実egra：
　　鶴　　　　薬指　　　　砂糖
　　pja　　　pjo：　　　pjamj：bu：　　　leiPpja
　　　pra　　　prc）：　　　praUl｝：phu　　　leiPpra
　　灰　話す　とうもろこし　　蝶
phju　　　　　shaηbjouP　　　　phsb　joup
phru　　　　　sha］〕broup　　　　phebrou　p
白い　　　　　粥　　　　　　がま　（蛙）
　mjiη：　　mjiP　　mjau，u．　　mjOU．
　mrio：　　mraiP　mrau，u．　　mrOU．
　馬　　　曽孫　　　山芋　　　町
　　　はずかしい
9－，sh－；　　　9a
　ch－；　　　cha
　　　　　舌
na］〕－Jou；
na工｝－rOU：
肋轡
　　蓉a
　　hra
　　探す
　　9圭．
　　chi．
　　ある
mjε？jei
mjε，ri
　涙
　　e蓉ei，
　　ehrei。
　　束
話iP　　　shi
chai？　　　　chi
　八　　油
Jつ：ga
rOU：ga
病
蓉iB。
chako．
鼠栗
　上述のように，マンアウン方言の子音音素の対応形式は，アキャブ・ムロハウン，チャウピュ
ー両方雷と同じ「南西方言」型を示しているが，マンアウン方言の特徴は（10）の16h／音の存
在にある。そのためマンアウン方震’は，標準語の1蓉1に対して1hr1と16h1の二系列で対応する。
　アキャブ・ムロハウン，チャウピュー両方言と異なるマンアウン方言のもう一つの特徴は
1－w－1に先行する1r－！音の脱落現象である。
　　例
標　準　語
ア　キャ　ブ
チャウピュー
マンアウン
意　　　味
jwa
rwa
rwa
wa
村
ejwe？
erwa？
erwεP
ewεP
葉
さup
krwε？
krwaP
kwa？
山蛭
mwel
mrw王1〕
mrw圭
mw呈
蛇
cv＃の位置に立っマンアウン方言の母音音素は1a，　i，　u，　ei，　ou1の5種で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1go
pojwεPshciP
perwaPsheiP
P）rwεPshei，
pgwεPsheiP
　蟻
　　　，　アキャブ・ムロハ
ウン，チャウピュー両方言にくらべて一腫，標準語にくらべて二覆少ない。その理由は，マンア
ウン方言が母音101を’映くためである。マンアウン方言は，標準語，アキャブ・ムロハウン方雷，
チャウピュー方言等の母音101に対して10u1で対慈する，マンアウン方言を「南西方雷」：群の申
でも特異な存在たらしめている点の一っがここにある。なお，標準語の1e圭1がマンアウン方言の
1i／に，1ε1が！ei1に対応することは，　アキャブ・ムロハウン，　チャウピュー両方言と同じであ
る。以上を要約すると，マンアウン方言の母音音素は，標準語，　アキャブ，チャウピュー両方
言に対して次のような関係に立っ。
　　標準語　アキャブ・ムロハウン　チャウピュー　マンァゥン
a
u
a
u
a
u
a
ε
0
1e
0
ー
ムe
u
ei　　　　　　　　　　　i
i
●
五
9
三e
9
1
　　　つ　　　　　　　　　　　　つ
　　　OU　　　　　　　　　　　OU
その具体例は次の通りである。
q）
（2）
（3）
標　準　語
ア　キ　ャ　ブ
チャウピュー
マンアウン
意　　　味
標　準　語
ア　キ　ャ　ブ
チャウピュー
マンアウン
意　　　味
標　準　語
ア　キ　ャ　ブ
チャウピュー
マンアウン
意　　　味
一
ε；
－ ez；
－e1；
－e1；
一e1・we1；
－LW1；
一工・Wl；
－1・W王；
一
つ；
－ O；
－ o；
－OU；
1。7°u
otε：　　　　　tεPkε
etei二　　　　　　ta？kei
etei：　　　　tεPkei
etei：　　　　毛εPkei
肝　　茅
Jel
r圭
r三
ri
水
tつ：
tつ：
tつ：
tOU
森
lei　　6hei
Ii　　khri
　li　　khri
　ii　　khri
風　　足
hmjつ．
hmjo．
hmjつ．
hmjou．
　水蛭
nwε
nwe正
捻we1
nwei
蔓
khwei：
khwi：
khwi：
khwi：
犬
，〔）：zadi：
？3：zadi：
Pつ：zadi：
Pou：zadi：
釈迦頭果
hmε．
hmei．
hmei．
hmei．
癒
ehmwei：
ohmwiη
ohmwi：
hmwi：
勾い
9つbi
kOpi
gobi
goubi
キャベツ
閉音節cvcの位置に表われるマンアウン方言の韻母形は！εP，　aP，　aip，　ouP，　a留，　e糟，　al3，　alU，
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　ouη，　aUP／の10種で，アキャブ・ムロハウン，チャウピュー両方言より2種少ない。これは，マ
ンアウン方雷1こ1eiP，　eiiO1がないためである。マンアウン方雷の1εP，　wεP1，1aP，　wa1，1aη，　walj1
はチャウteユ　一一方言と同じ型の対応を示すが，1iη1の位置には1eη1が表われる。！ai，1は「南酉
方言」に共通の形で標準語の1aip，　ip1の二形に対応するが，マンアウン方雷の1aip1はこの外に
標準語，アキャブ・ムロハウン，チャウピュー各方雷の1eip／とも対応する。同様に，　マンアウ
ン方言の1ai刎は標準語の1ailj，　ilO，　e呈lj1の三形と対応する。その具体例を次に掲げる。
　（D
（2）
（3）
標　準　語
マンアウン
意　　　罪
標準語
マンアウン
意　　味
標　準　語
マンアウン
意　　　味
一1B；
－elO；
一
eiP；
－
aiP；
一
iP；
－
aiP：
正1113　　　　　　　hil〕　：　　　　　　　∈｝1i（｝　：
neη　　heg：　　elerp：
汝　　おかず　　光
　shei？　　　？e呈，　　　esheiP
　shai？　　　つai？　　　eshaiP
　山羊　　寝る　　毒
iikhwa．　　pP　　　emjiP
曳alPkhwa．　paiP　　emraiつ
蘭　　　投げる　根
曳emlB　　godi1〕
曳emel］　gedei3
鹿　　　寝台
　IeiPpja
標準語の／iP！，，こ対応するマンアウン方言形1ai？1は，チャウピュー，
ン型への移行を示している。マンアウン方言の1aP1は，古くは10P1であった。（66）例えば，
一〔1：1　n3P〕二のように。しかし，今Hではもはやこう言う発音は完金に姿を消してしまっている。
（4）
（5）
（6）
標　準　語
マンアウン
意　　味
標　準　語
マンアウン
意　　味
標　準　語
マンアウン
葱　　昧
Iaiつpra
　蝶
bejiP　　　　　tiP
bgraiP　　　　taiP
こうろぎ　一
　又はアキャブ・ムPハウ
　　　　　　　　　　〔to？）
一
ε，llj；　　　　1εgouつ　　　　　　Sllj．　　　　　　bozil〕：
－
ail｝；　　　　　la圭13gouP　　　　乙ha蚊｝．　　　　bezaii）：
　　　　　　　えり首　　りす　　とんぼ
一・
el］⊃；　　　　　　　妄eil3：　　　　　Peil｝　　　　　　paul）shei導
一
all3；　　　　　曳ail〕：　　　　Pail〕　　　　　pau　Pshai！）
　　　　　　鷹　　家　　　　斧
一
up，　u13；　　　　　どup　　　　　ξhizu？　　　　　話Ulj．
－wa？，　walO；　kwa？　khozwaP　gwal3．
　　　　　　　玄孫　　　　靴下　　　泥
6hiη
善aill
酸い
ekhUl3・
ekhwal〕．
　樹皮
　　（4）ビルマ語「南西方言」の特徴
　「南西方言」の音韻に関する特徴を標準ビルマ語と比較してみると，次のようにまとめること
ができる。
　（66）ウー・チョーザンフラ（マンアウン島の元小学校長）談。
　（67）コウ・テインアウン「マンアウン腐禺身，ラングーン教育大学学生」談。
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　①軟口蓋音，歯茎音，両唇音の系列に，有気と無気の対立がある。
　（ii）閉鎖音，鼻音，破擦音，摩擦音，流音の系列に，有声と無声の対立が見られる。
　（iii）舌尖の有声弾き音〔r〕，または摩擦音⊂」〕とその無声音とを，語頭の1r－1，1hr－1音素とし
てもっ。この両音素は，標準語の弱摩擦音1」イ及び摩擦音／騨とそれぞれ対応する。
　（iv）軟口蓋音，両唇音をAn玉autとし，！－r－1を副次音とするMutae－Hquidaeがある。！－r－1が軟
口蓋音に続く場合は標準語の1波擦音，犠音に続く場禽は標準語の口蓋化音と，　それぞれ対応す
る。「南西方雷」のこのConsonant　Glusterは，古代ビルマ語と何らかの関係がある。ただし，
12～13世紀のビルマ語碑文（68）に表われる形は，軟口蓋音，両唇音共に一r－，↓，二種の副次音を
もっていた。参考までにビルマ語の碑文形を掲げる。各語形の下のアラビア数字は，Inscriptions
of　Burma（69）のplate　No．を示す。
＊kr－；
：kkl－一；
＊khr－；
＊kh1－；
＊pr－；
＊pl－；
＊phr－；
＊ph1－；
＊mr－；
＊m1－；
　　　krij　　＜〈銅》
37．73．105a．260．
　kla《落ちる＞＞
101．110．164・．235
　　khrij　＜＜足＞〉
144．186．274．472
khla《落とす》
25．36．90．138
praft　＜〈国〉＞
12．96．184，413
plan＜〈返す〉＞
78b．90
phrij　《角奉く＞＞
　　390
phlrt《白い》
70．77．145．525b
mrak《草＞＞
　　201a
　mlij《土》
12．27．104．398
krow《紐〉＞
70．392．
　klb《虎》
　　　144．186．240
　khruj《汗＞＞
　　　139
k酸《聞える》
29．83．504．
　k13k　＜＜石＞＞
25．73．390．532
　khrokくく六》
　　200．235
khla（〕（（突き牽9きる〉＞
　　　250。4・72
pri《終る》
　　17．36．84．534・a
Plij《逃げる〉＞
　　79a．271
phrOW《壊す〉＞
　241
krih　《ノくきい〉＞
　　　5
k1つ1］＜＜僧院》
　5．10a．29．84．393
khiup《拘束する》
69
pra・t〈（切れる〉＞
　　　　12．16．235
　p131」《移る》
　　74．471
phlaさ《成る〉＞　　　phla負〈（満たす＞＞
　5．7．10．13．130　　　　　　　　273。413
mralj《見える〉）
13．77，104．249
mlow《呑む》
　　255
mrつ1）くく齢
372．447
mlic＜＜曽孫》
　5．13，44．391
plu《作る，為す》
　　6．8a．37。241
mralO＜＜馬》
　32．85．144
mlai］《高い》
　197．235
（v）マンアウン方言を除いて，無声帯気破擦音16h！をもたない。標準語のだh1には摩擦音1蓉1
（68）ビルマ語碑文については，大野徹　自卜14世紀ビルマ語碑文の解読研究」。京都大学大学院博士課
程研究論文要旨集（昭和40館度）p．1io－11tl；大野徹「ロー！4撲紀のビルマ語碑文にみられる二種の不規
則表記」雷語研究第51弩P．87－88；大野徹ド古代ビルマ語」　（ビルマ文）Ngwetayi　1967隼12月母P45－
48等を参照されたい。
（69）Pe　Maung　Tin　ane　G．　H．　Luce：Inscriptions　of　Burm段．　Rangoon　l　933－56　Portof（）lio　I－V
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で対応する。
　（vi）音節cv＃の一v一の位置に立つ母音lc／ε1を欲いている。そのため「南西方言」は，標準
語の1ε／に対しては1ei／で，1i，　ei1，／wei1に対しては！i1，1wi1で対応する。南西方言のこの1i1，
／wi1も，碑文形と関係をもっている。
　　　　　　　　　碑文形
　＊－ij；　　　1ij《四》　　　pij《与える》　　　sij＜＜死ぬ＞＞　　　rij《水＞＞
　　　　　73．96．234　　　　　　6．13．21．201a　　　　　　24．69．235　　　　　　5．16’68．201a
　＊－uj　　　mruj《蛇》　　　mujくく養う〉＞　　　ηujくく銀》　　hruj＜＜金＞＞
　　　　　　　5．144．　　　　　　　51．104．181　　　　　　　　　　18．37．164　　　6．36．70．471
　（vii）音節cvcの一vcの位置に1i？／，1up／，／ug1形がない。標準語の1i，1に対しては／aip／で，
1up／lc対してはfwap～wεP1で，1ul］11c対しては／waη～wεη／でそれぞれ対応する。　また，綴字
上の「afi」形は1ei1，1aiり1のいずれかとなる。
　以上の内，　（i）と（ii）は標準語と共通した現象で，　（iii）以下は南西方言固有の現象であ
る。
　閉音節にはcvり，　cvBの二形があるが，　Auslaut－cの位置にいわゆる入声（－k，－t，－P）が表わ
れることはない。また・Ausla耀t－llは先行母音のNasalizationの役目を果している。この位置
に一IJ，－n，－mが立っことはない。
　「i　ilfi方言」の声調組織は，標準語岡様，　（i）高降型　（又は高長型），　（ii）低平型，　（iii）
高昇型（又は高短型）の三種で，それぞれ標準語の各声調　（Toncme）　との聞に一定の明確な
対応関係を示す。
　上述のような音韻的特徴の外に，「南西方雷」には語彙，文法上での特徴がある。南西方雷
固有の単語は動植物名や道具の名称等に多く，いずれも各方言に共通のものである。次にその一
例を掲げる。
　　　準
　　　西
標
南
意
標
南
意
標
準
西
準
語
形
味
語
形
味
語
1eiP　　　　　bjal］hlwa：　　　Jellejε：
praηLa：mou：zwihlOε？‘7°）remjaup
　亀　　　　燕’　　　蛸
nanaP実i：　　malekadi：　　曳iJi｛：bり：di：
nal［〕dorεしdi：　　　g　3j　al｝　di：　　　　bedegadi：
パインアツプル蕃柘榴　　パパヤ
jcinwei：　　sha？pja　　begai310uij：
PJ　IJII［｝a：
regrεP
鳥賊
　hmj圭？
　wedoup
　　筍
b∂gal3bja
jauPtwa：
9UID：
二枚貝
mjeibε：
peidaUi）：
　落花生
sau1〕
（70）ビルマ語でも，この形が使われると雷う説がある。
London　1953　P．247－8
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　南　　百互　　ヲr2　　　　　rebu：　　　　　曳eboujユ　　　　　haiO：za：　　　　　1iljbεしlj：（71）　peshou（72）
　意　　　味　　　　湯　　　　石鹸　　　　　鉢　　　　　　皿　　　　　毛布
　文法上の特徴としては，次のような点を指摘することができる。
　（i）叙述を表わす動詞は！Pei1（マンアウン形），1re圭1（アキャブ・チャウピュ　一一形）で終る。
この1rei！は1tei！と置き換えることも可能である。標準語の1tε～dε1と同じ機能をもっ。
　（ii）アキャブ，ムロハウン，チャウピュ　一一，マンアウン各方言共，否定を表わす動詞に1bu：／
を鮫く。
　（iii）禁止を表わす動詞は！gei，1で終る。この！gei．！は1駐aQ．1と置き換えることができる。機
能は標準語の1nε．1に相当する。
　（iv）疑閥代名詞を伴わない疑閾文は，標準語同様，文末が11a：／で終るが，疑問代名詞／za／
（チャウピューでは10sつ1）が用いられる疑聞文は，文末が11ei1（アキャブ形），または！rOio　｝
（チャウピュー，マンアウン形），1dOB1（マンアウン形）で終る。疑問代名詞1za1，1eso／は標準
語の1ba，　bε1に，／1ei！，／roB1，1d3η！は11ε：1にそれぞれ相当する。「ディンニャワディー戦記」
（73）や「ラザダリッ戦記」（74）に表われる疑闘代名詞「ba－z濁は，「南西方言」形！za！の原形と
思われる。因みに，パガン時代，インワ時代のビルマ語碑文に表われる疑問代名詞は　「a－SOW．　j
ra－tij　「a－phaj」の三種（75）に限られており，　rzajまたは「ba－za」　という形は見出＊れない
から，　「za」の用法は，きほど古いとは考えられない。
　以上，各方言のもつ諸特徴を整理すると，「どルマ語南西方副群は，（i）アキャブ・ムロ
ハゥン，（ii）チャウピュー（ヤンビェー），（iii）マンアウンの3方言に分類することができる。
「南西方言」には，この外に東パキスタンのマルマー（又はマギー）方言が（iv）として，更に
本稿の留頭でもふれたタンドゥエー方雷が（v）としてつけ加えられる。タンドゥエー方言，すな
わちタンドゥエー県内のビルマ藷は，タイドによれば，「最北端の地域を除いて，アキャブやチ
ャウピューとは別の型の発音をする」㈹。これは，タンドゥエー方言が「標準語」型に近いか
らである。事実，タンドゥエー方言は標準ビルマ語と殆ど差がない。しかし，一面では「南西方
言」群と共通の特徴をもまた兼ね備えている。　タンドゥエー方言の特徴を簡単にまとめるなら
ば，次のようになる。
（i）発音上，Rhotacizationを有さない。（標準語型）
（ii）無声帯気破擦音1さh／をもたない。標準語の／甑／音素に対しては！9／で対応する。
（71）標準語では，〈盆〉の意で用いられる。
（72）標準語では，〈男性朋ロンジー〉の意で用いられる。
（73）Dinnyawaddy　Ayaydawbon　P．110
（74）Razadarit　Ayaydawbon．　Manpa王ay王922　p．14，36，62，95
（75＞いずれも，Inscriptions　of　Burma．　P◎rtf（）lio　l－Vに表われる形。
（76）W．B．　TydCl　；Burma　Gazettccr，　Sandoway　District．　P・19
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（南西方
言型）
　｛列　　　　標　　　準　　　言吾　　　　　さh－；　　　　　　　gこheiエ〕　　　　　　　どhεP　　　　　　　とhadei？
　　　　タンドゥエー　　　9－；　　　　　egeilD　　　　　駝P　　　　　§adei？
　　　　意　　　味　　　　　　　　時　　　　　炊く　　　　子僧
　（iii）疑問代名詞1ba，　bε／を用いる。（標準語型）
　（iv）叙述の動詞は1tε～dε1で終る。　（標準語型）
　（v）否定の動詞は！bu：！を伴わない。　（南西方言型）
　（vi）語彙の一部を南西方言と，一部を標準語と共有する。
　例　／jeimjauP1《蜷＞＞，／jelcε？／＜〈鳥賊〉〉一（南西方言型）
　　　！lwa：！σ7’＜＜行く》一（標準語型）
　ヤンビェー（ラムリー）方言をチャウピュー方言の申に含めるには， 多少疑問の余地もある。
語彙を若干異にするからである。例えば，〈どこ〉を表わす疑問代名詞は，アキャブ，ムUハウ
ンでは1za1，チャウピューでは1eso！であるが，ヤンビェー町では／0sa1と言う。
　ウー・ティンフラσ8）は，アキャブ，ヤンビェー，タンドゥエーの発音の違いに着目して，「ア
ラカン方雷」を，（i）アキャブ，（ii）ヤンビェー，（iii）カマン　（アラカン人回教徒）の三
方言に分けている。しかし，カマン方言については，特殊な発音をもつチャウンタ“一方言嗣様，私
には調査の機会が得られなかったので，今後の課題としておきたい。
（77）動詞く行く〉は，「南饅方雷」群ではノla：1が共通して使われる。
（78）UTin　Hla（Translation　and　publishing　Department）　「アラカンの発音」 （ビルマ文）p．72
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